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①目的：
近年、医療全般にわたってデジタル化が進み、医学研究、診断、治療法に革命的な変化をもたらしている。このデジタル化により、消
費者、研究者、医療提供者によるデジタルヘルス技術の開発と採用が急速に進み、従来の臨床環境以外での健康関連データの収
集が可能となってきている1）。ヘルスケアにおけるデジタル化へのシフトに伴い、「デジタルバイオマーカー」という用語が誕生し、様々
な場面に使用されるようになっている。このデジタルバイオマーカーとは、日本製薬工業協会のレポートでは“臨床的な評価を目的に，
各種のデジタルデバイスを用いて客観的・定量的に収集・測定された生体データ”と定義されており２)、スマートウォッチなどを用いて
生理学的データ(心拍，脈拍，血圧，心電図，皮膚の電気活動，血糖値など)や行動学的指標(歩行，運動，発話，視線など)を測定で
きる。デジタルバイオマーカーの活用は健康増進分野，疾病や介護の予防・治療分野だけではなく，臨床疫学への応用までが見込ま
れている３)。
この技術を活用した高齢者のデジタルバイオマーカーを収集して、フレイルやサルコペニアといった高齢者で問題となる疾病との関
連性や予測因子を特定できれば、健康寿命の延伸へという広く社会に貢献する知見に繋がると考える。一方で，対象となる高齢者に
はデジタルデバイスの受容性に対して大きな障壁があることも報告されており４)，高齢者のデジタルバイオマーカーの収集とフレイ
ル・サルコペニア指標との関連については未だ報告が少ないのが現状である。
本研究の目的は、高齢者から収集したデジタルバイオマーカーと身体機能、認知機能との関連を明らかとする。そして、縦断的な
データを蓄積し、フレイルやサルコペニアの予測を行うことを長期的な目標とする。本研究の成果・貢献が、特定の施設に限定される
ものではなく、フレイルやサルコペニアの予測モデルを構築することで、将来的には広く地域の活性化に貢献する。

②当初の計画：
対象は、株式会社SOYOKAZEが運営する健康型有料老人
ホーム交欒湘南佐島に入居している高齢者としていた。
交欒湘南佐島は、全入居者にスマートウォッチを配布して日々
のデジタルバイオマーカーを測定し健康指導に活用するととも
に、施設内で使用可能なポイントへ還元している先駆的な
有料老人ホームである。
当初の予定では図１に示すように本学研究責任者及び分担
者が、運動機能や認知機能などのフレイルやサルコペニアに
関連する指標の測定会を行う予定であった。しかし、健康型有
料老人ホーム交欒湘南佐島の運営母体の方針転換により測
定会の実施が困難となっため、計画の変更を余儀なくされた。
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②現在の計画：
対象は、三鷹市にあるOneSeｌF三鷹店にご協力頂き、地域在
住の高齢者の測定会を実施予定である。図２にOneSeｌF三鷹
店に掲示している対象者募集のポスターを示す。
参加者全員にスマートウォッチを配布してデジタルバイオマー
カーを測定することが困難なため、今回は３軸加速度計
（wGT3X-B：アクチジャパン株式会社）を貸し出し、身体活動量
と睡眠のデータを測定させて頂く予定である。
その他には以下の項目を測定予定であり、フレイルやサルコ
ペニアの予測・予防にどう役立てるか、研究計画を再考する。

①筋肉量、筋力の測定
②動作分析（歩行、立ち上がりなど）
③持続血糖モニタリング（リブレⅡ、アボット）

今後の測定予定日
3月9日（日）
3月18日（火）
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図１．当初の研究計画図

図２．対象者募集のポスター


